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研究成果の概要（和文）：地中海世界・イスラーム世界・欧米・中南米・南アジア・東南アジア・

東アジアにおける奴隷の歴史を比較検討することができ、地域相互間の奴隷取引や奴隷をめぐ

る観念の展開を広域的に解明できた。また移住者の広域ネットワークの形成に果たす役割とと

もに、移住先の社会の秩序構築に積極的に関わったことが明らかとなった。そうした移住者を

迎えた現地人妻妾のアジアにおける事例が比較検討され、彼女らやその子孫が、前近代におい

て商業活動や港市の社会統合に重要な役割を担ったことが解明された。さらに近現代社会にお

ける新たな仲介者や媒体の存在に注目する必要性を認識した。 

 
研究成果の概要（英文）：The study of the role played by slaves, immigrants and people of 

mixed blood as intermediaries between foreign visitors and local society has shed new light 

on our understanding of social integration of ports cities.  Through the comparative study 

between slaves in the Mediterranean, Islamic, European and American worlds and those of 

South, Southeast and East Asia, both similarities and differences in social status and the 

very concept of “slave” have come to light.  The importance of role of immigrants not only 

in enlarging networks linking their homes with migration destination points, but also in 

social cooperation within their adopted societies has been examined.  The role of local 

women who cohabited with foreigners and migrants has been clarified through a wide 

range of case studies covering East, Southeast, South and West Asia.  The role of such 

mediators between foreigners and local people in the modern world needs to be further 

examined. 
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１．研究開始当初の背景： 

（1）多様な人々が到来する港市における社
会統合に、奴隷・移住者・混血者が重要な役
割を担ったことに着目した。これまでの研究
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では、都市の中核的権力者のもとでの人や文
化の交流が注目されてきたが、実際に多様な
来訪者との交流を担ったのは、奴隷・移住
者・混血者たちであった。こうした存在に着
目することで、地域の内と外を媒介する役割
に光が投げかけられ、地域社会や広域ネット
ワーク形成の仕組みを解明するための手掛
かりを得ようとした。 

（2）とりわけ人々の交流が加速度化されて
くる近代移行期における、奴隷・移住者・混
血者の役割に注目しようとした。近代国際秩
序と国民国家が構築される前夜の状況を、彼
らの担った役割の観点から考察することで、
前近代と近代とを媒介的にとらえようと考
えた。彼らの役割が変容することで、港市で
の外来者との交流はどのように変化し、近代
以降「不平等」や「従属」がどのように観念
されるようになったのか検討することを計
画した。 

 

２．研究の目的：世界の諸海域世界（環シナ
海世界、環インド洋世界、環地中海世界、環
大西洋世界、環太平洋世界）のつなぎ目とな
った港市において、外部世界と現地社会を仲
介した奴隷・移住者・混血者が、近代移行期
に広域社会秩序や地域秩序の形成にいかに
関わったのか、比較検討する。彼らの歴史的
役割の解明をとおして、近代の国際秩序や民
族意識が構築されるなかで、人種間や民族間
における不平等意識や差異が顕在化する背
景について考察する。 

 

３．研究の方法： 

（1）時代と地域を比較検討する手法を重視
し、研究会を可能な限り持ち、本科研メンバ
ーのみならず、外部からも専門家を呼び、テ
ーマについて事例発表をしてもらった。 

初年度（2007 年度）は、科研メンバーの
それぞれの専門領域をもとに、本科研のテー
マについて事例報告をしてもらい、従来どの
ような事柄が取り上げられ、これからどのよ
うな課題に取り組むべきか議論した。2008

年度には、科研メンバー以外の専門家にも研
究会に加わってもらい、本テーマの事例につ
いて報告してもらった。環シナ海世界では、
近世日本の平戸や長崎の研究者に発表を依
頼し、東アジアにおける外来者の港市での居
住の実態について検討した。また近世インド
ならびに東アフリカにおける奴隷取引につ
いても、外部から研究者を招き報告してもら
った。 

2009 年度には、環シナ海世界の琉球と環
インド洋世界のカルカッタにおける外来者
の居住の実態を報告してもらい、同居者とな
った現地人女性の役割について検討した。さ
らに地中海世界のイスタンブールの宗教施
設の建築物について報告してもらった。これ

らを受けて科研メンバーの報告も、諸事例の
相互的関係の考察に力点を置いた。 

最終年度の 2010 年には、このプロジェク
トで何をどこまで明らかにすることができ
たか、全員でシンポジウムを組み検討するな
かで、奴隷の実態やそれをめぐる概念の変遷、
移住者が形成するネットワーク、移住者を迎
えた奴隷や現地人妻妾の役割、さらには混血
者の諸社会における実態と近現代における
その変容を比較検討した。 

（2）同時に世界の諸海域世界のつなぎ目と
なる港市の重要性に着目し、東アジア、東南
アジア、南アジア、地中海世界、イベリア半
島の代表的な港市を、当該地域の研究者のみ
ならず隣接する諸地域の研究者も含めて合
同で、訪問調査した。 

2007 年度には、本科研メンバー4 名が環シ
ナ海世界の港市である中国の上海、福州、泉
州、厦門、スワトウ、広州の港市を訪問調査
した。また研究協力者 2 名に依頼して、イン
ドネシアのジャワ北岸港市を調査してもら
った。2008 年度には科研メンバー9 名がバン
コクとアユタヤを、さらにメンバー5 名が西
北インドのディウならびにムンバイ（ボンベ
イ）を訪問調査した。また 2 名の研究協力者
がオランダとイギリスにおいて東南アジア
におけるインド綿布取引についての史料調
査をおこない、あわせてジャワのイスラーム
化に重要な役割を担ったとされるアラブ系
宗教家の聖墓の訪問調査を行った。環シナ海
世界ならびに環インド洋世界の港市の特質
について検討した。 

2009 年度には、科研メンバー9 名が環地中
海世界と環インド洋世界のつなぎ目となる
イスタンブールとアテネ、クレタ島の港市を
訪問調査した。また研究協力者 2 名が、東南
アジア大陸部におけるインド綿布の取引を
担ったイギリス人商人に関する史料調査を
イギリスで、ジャワにおける華人系移住者の
史料調査をオランダで行った。最終年度の
2010 年度には、メンバー8 名が地中海世界と
大西洋世界のつなぎ目となるスペイン、モロ
ッコ、ポルトガルの港市を訪問調査した。ま
た研究代表者は、港市と後背地との関係を考
える上で重要となる河川交通の実態につい
て検討するために、メコン川流域の港市を訪
問調査したほか、研究協力者 2 名がオランダ
とイギリスにおいて、東南アジア港市におけ
るマレー人や華人の歴史研究のため史料調
査を行った。 

 
４．研究成果 
（1）これまで時代と地域別に検討されてき
た奴隷の実態と概念を、地域間交流や比較の
観点を取り入れ、また古代から近代にいたる
まで通時的に検討を加え、広域的に明らかに
することができた。日本における奴隷研究の



 

 

視野を広域に開く端緒を構築できたといえ
る。 
古代地中海世界は奴隷制社会であり、彼ら

が鉱山労働をはじめ労働力として重要な役
割を担ったことは否定できないが、奴隷の実
態は多様であり、またその地位は流動的で、
画一的に捉えることの危険性が指摘された。
またその後地中海世界で影響力を行使した
イスラーム時代には、社会を支えるために奴
隷が必要とされ、非ムスリム世界からの戦争
捕虜を奴隷とした。彼らの地位は流動的で、
奴隷のなかには軍人として頭角を現したも
のや、女奴隷として宮廷の支配者や高官の妾
となるものもあり、その子孫が支配者となっ
た場合もあった。一般にイスラーム世界で奴
隷は、为人の権威を示すための威信材であっ
たことが明らかにされた。イスラーム法は奴
隷の扱いを規定しており、ムスリムに改宗す
ると奴隷身分から解放された。イスラーム社
会において奴隷は労働力として兵士として
交易商品として、貴重な人的資源であったこ
とを検討した。 
レコンキスタで勢力を台頭させたポルト

ガルは、戦争捕虜のムスリムを奴隷とし、船
乗りや水汲みとして活用した。またアフリカ
のムスリム勢力との戦争でも捕虜を多数獲
得し、奴隷とした。ブラジルでのプランテー
ションでは、多数のアフリカ出身の奴隷を使
用した。アメリカ大陸でアフリカ系奴隷を活
用する起点となったが、ポルトガル人が奴隷
を使用する上で、イスラームの奴隷観念を尐
なからず継承・発展させていることが明らか
となった。 
一方インドに進出したポルトガルは、現地

人の奴隷も使用したが、彼らを海外に持ち出
すにあたって、それを望まない現地権力との
軋轢を招いた。バタヴィアをはじめとする東
南アジアの港市に拠点を構えたオランダも、
港湾を維持するための労働力として奴隷を
活用した。また単身赴任者が多かった彼らは、
女奴隷と同棲するものも尐なくなかった。近
世アジアにおいて、ポルトガルをはじめヨー
ロッパ人が進出した地で現地人の奴隷取引
や人身売買を行うにあたり、しばしば現地社
会と摩擦を起こしていることが議論された。
そうした事例を比較検討することで、奴隷の
境遇の地域的差異さらには諸勢力が交流す
ることによる奴隷観念の変容を考察する重
要性が提起された。また 19 世紀になりヨー
ロッパ権力のもとで奴隷制が廃止されだし、
賃労働者が東南アジアに多数来航し始める
と、密貿易による女奴隷の取引が 19 世紀終
わりまで横行したことが明らかとなった。 
 奴隷の境遇は、地域によって異なり、それ
なりの自由が奴隷に付与されていた場合も
ある。しかし、啓蒙为義や自由为義思想の台
頭により、奴隷が廃止されたことは、奴隷観

念にも大きな影響を及ぼしたことが明らか
になった。東アジアも例外ではない。元来古
代中国で戦争捕虜を指した「奴隷」という語
が、幕末に再び日本人によって用いられ始め、
中国にも再導入された。日本でも中国でも、
この「奴隷」という語が、支配者に対し隷属
状態にある意味で用いられ、そうした状態か
らの離脱する必要性が説かれた。近代中国で
は、とりわけ中国民族がそうした状況にあり、
そこからの解放が強く訴えられた。今日東ア
ジアで、「奴隷」という語がきわめて否定的
なニュアンスで使われる歴史的背景が解明
された。 
 なお奴隷を廃止したことで結果として人
種間や民族間の差異が強調されるに至り、外
来者と現地人との交流が以前より緊張感を
伴い出したことは、逆説的に奴隷の社会統合
における重要性を示していることが、改めて
認識された。 
 
（2）移住者の出身地と移住先とをつなぐ広
域ネットワーク形成に果たす役割とともに、
従来比較的軽視されてきた移住先の社会秩
序構築に果たす役割の重要性が解明された。 
古代地中海世界では、ギリシアからの植民

者による移住先のコミュニティは、本国から
の独立性が高かった。本国は養える人口に限
界があり、必ずしも移住者とのネットワーク
づくりに熱心でなかった。また出身地で社会
的に抑圧されていた場合も、移住先での社会
統合にエネルギーを傾けることが多い。16世
紀終わりごろ宗教的迫害を受けたヨーロッ
パ大陸のプロテスタントがイギリスへ移住
すると、彼らは都市住民や国王の支援を得て、
自分たちの教会を構え宗教活動を進めたこ
とが指摘された。王権も彼ら移住者の活動を
支援することで、都市コミュニティへの影響
力の拡大を図った。 
 また従来インド系住民のネットワークの
拡大として注目されがちであったイギリス
植民地期のインド人移民の活動にも、新たな
光が投げかけられた。英領マラヤに移住した
ムスリムのインド系住民は、移住先でマッチ
の商標のデザインを考案し、マレー人の間で
マラヤの心象風景の形成に寄与した。またア
メリカにおけるスウェーデン系移住者が、模
範的アメリカ国民になるため、スウェーデン
人の優秀性を唱え、彼らのアイデンティティ
を維持するとともに、国民統合に積極的に関
与する事例が提示された。さらにオランダ領
東インド（インドネシア）におけるアラブ系
移住者が、華人系住民に対抗して原住民ムス
リムと連携して政治活動を始め、結果として
東インドの原住民意識を覚醒させた役割に
ついても論じられた。 

移住先で尐数派となる彼らは、時代の変動
期において、多数派の動向に敏感にならざる



 

 

を得ず、彼らの社会的立場を安定的にするた
めに、移住先の社会秩序構築に積極的にかか
わることが明らかとなった。移住者の担う役
割を総合的に考察することの必要性が改め
て提起された。 
 
（3）前近代において上記の移住者と港市で
同居したのは、先の奴隷をはじめ現地人妻妾
であった。アジアにおける現地人妻妾の実態
が、メンバー以外の研究者の協力も得て、か
なり明らかになった。この分野についても奴
隷研究と同様に、日本における研究状況に広
域なパースペクティブを開いたといえる。 
江戸期の長崎においては、丸山遊女がオラ

ンダ人や唐人の同棲相手となった。オランダ
人は彼女らへの礼金として、砂糖で支払いを
行った。彼女らは、その一部を実家に送り、
商売を行うことができた。また琉球における
薩摩藩の役人や清朝からの役人にアテンド
した現地人女性たちも、その機会を利用して
商業活動を拡大しようとしたことが明らか
になった。中国の広州における蛋家の女性た
ちの活動にも同様なことが指摘された。外来
者と同棲した現地人女性が商業活動に携わ
った事例は、近世東南アジアでも広く事例が
報告されており、東アジアの事例と比較検討
できるパースペクティブが開かれた。 
東南アジアを植民地支配したヨーロッパ

勢力もこうした慣習にのっとり活動した。オ
ランダ領東インドでは、19世紀終わりの時点
でヨーロッパ人男性の約半数が現地人妻妾
を有した。彼女らは家事を司るとともに、外
来者に現地の習慣や言語を教える役割を担
った。彼女たちとの間にできた子孫たちが、
東インドのヨーロッパ人コミュニティの過
半数を占めていたことが明らかになり、植民
地社会を支えた現地人女性や混血者の重要
性を再確認した。 
 一方インドでは、イギリス人の来訪者と同
棲したのがムスリム女性であったことが明
らかとなった。東アジアや東南アジアと異な
り、彼女らは商業活動にはほとんど関与しな
かったが、彼女らの実家の家長は、イギリス
人とのパイプを形成した。また西アジアの港
市において非ムスリムの外来者と同棲した
のは、女奴隷であった。 
これまで外来者の活動に为な光があてら

れていた分野に、介在する現地人女性をとお
して現地社会と外部世界との関係を考える
重要性が提起された。アジアにおける女性史
研究にも貴重な題材を提供できる成果を獲
得した。 
 
（4）港市の社会統合に果たす混血者の役割
の重要性とともに、彼らが他地域とのネット
ワークづくりに果たす役割も明らかとなっ
た。この分野は、研究が乏しい領域であり、

いくつかの新たな実態を解明できた点に意
義がある。 
琉球で薩摩の役人と現地妻との間の男子

は、しばしば薩摩の役人の関係者より養子と
しての縁組の要請がなされた。またバタヴィ
アの華人と現地妻との間の男子は、しばしば
中国へ父親とともに帰る場合があった。また
アジアにおけるオランダ人と現地人妻妾と
の間の混血者は、父親によって認知された場
合、成人後オランダが商館を有する各地の港
市を往来することが多く、港市間ネットワー
ク形成に重要な役割を担ったことが明らか
となった。アジアにおけるポルトガル人の子
孫の活動も同様である。アジアでオランダと
の競合に敗れたのちも、在地の港市に商人や
傭兵として拡散した彼らやその子孫は、アジ
ア商人との関係を強め、残された拠点を活用
しながら、アジア間交易に関与したことが明
らかとなった。 
 こうした混血者の役割が、近代に入ると欧
米における人種为義の台頭により、社会にお
いて周縁化していくことが指摘されてきた。
それに対し、当該の諸地域で「混血者」とは
そもそも何か、またなぜそうした存在が問題
となるのか、考察する必要性が提起された。  
 
（5）近代以降、奴隷は制度として廃止され
たが、代わって台頭した人種为義によって、
人種間の差異がより強調されるにいたった
ことが、アメリカをはじめとする欧米の事例
をとおして明らかにされた。一方、混血者社
会を比較的長期に有した地域では、それに対
し複雑な動きをすることが提示された。 
アメリカでは異人種間結婚を禁止する法

体系が形成された。また黒人、アメリカ先住
民、アジア系移民は「望ましい国民」のイメ
ージから排除された。人種为義は、アジアで
も 19 世紀終わりから植民地支配を支える理
念として強くなった。他方、欧亜混血者社会
が比較的長い歴史を有していたインドネシ
アでは、20 世紀になっても 1920 年代半ばま
で、ヨーロッパ人男性の現地人女性との結婚
率が増加した。この時期インドネシア民族为
義運動も高揚していたが、新聞や小説などの
出版物が民族意識の創出に寄与するととも
に、他方で多様な男女関係のイメージを提供
した可能性が出てきた。フィリピンやブラジ
ルなど同様な歴史的背景を有する地域との
比較検討の必要性が喚起された。 
ポストコロニアリズムが提示する人種間

や民族間の差異が顕在化する一方で、それら
を仲介しようとする新たな介在者や媒体も
存在し、それらを含め総合的に考察する必要
性が提起された。 
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